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正岡経子 )､ 大日向輝美 )､ 松山清治 )､ 小塚直樹 )､ 仙石泰仁 )､ 藤井博匡 )､ 佐藤利夫 ) ) 札幌医科大学保健医療学部看護学科 ) 札幌医科大学保健医療学部作業療法学科 ) 札幌医科大学保健医療学部理学療法学科 ) 札幌医科大学医療陣育成    
＜連絡先＞ 正岡経子：〒         札幌市中央区南 条西  丁目 札幌医科大学保健医療学部看護学科
本報告 ､ 平成  年度改訂       対  卒業生 在校生 評価          ｡ 調査方
法 質問紙法 懇談会 ､ 質問紙 内容 ( )       総括評価､ ( )       編成・内容 
関  評価､ ( )       運用 関  評価､        対  意見 要望 (自由記載)    ｡ 懇談会 ､ 学科    ～ 名 対象  回開催 ､ 上記 観点   質問 質問紙調査 評価 低   項目    自由 発言      ｡
質問紙    部回収    (回収率   ％)｡ 分析 結果､ 学生 教育目標 達成状況 概 高     達成     評価     ､ 国際性 関  教育目標 評価 低 結果    ｡        
編成・内容 関   ､ 一般教育科目 対  評価 低 ､ 一般教育科目 専門科目 編成     学
年配当 対  満足度 低 傾向    ｡       運用 関   ､ 履修指導・相談 教員･科目
間連携 低 評価          ｡     ：改訂      ､ 学生評価､ 学士課程､ 質問紙法､ 懇談会                                                                                                                                                                    )              )               )             )                )             )            ) )                                                              )                                                                          )                                                                      )                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           ( )                      ( )                        ( )                                                                                                                                                                                                                                            (                 )                                                                                                                                                                                           
(      )                                                                                                                                                                                                                                       ：                                                                                                   .        .        (    )
報 告
Ⅰ.        







Ⅱ. 対象 方法 . 調 査 対 象
質問紙調査 ､ 平成  年改訂         教育 
受  平成  ､   年度 卒業生   名 (看護学科  名､ 理
学療法学科  名､ 作業療法学科  名)､    第 学年､ 第 学年 在校生   名 (看護学科   名､ 理学療法学科  名､
作業療法学科  名)  合計   名   ｡
懇談会 ､ 平成  ､   年卒業生 名 (看護学科 名､ 理学
・作業療法学科各 名)  第 ､  学年 在校生  名 (看護





目､ ( )       運用 関  評価     適切      質問：  項目 構成  ｡    ､ 意見 要
望     自由記載欄 設  ｡ 質問 対  回答 ､







肯定的評価 低   項目         全体 対  意見    自由 発言      ｡ 開催期間 ､    年 月～ 月    ｡ . 分 析 方 法
質問紙 ､ ｢非常 当    ｣   ｢  当    ｣ ＜当    ＞､ ｢   当      ｣ ｢全 当      ｣  ＜当      ＞  ､ 単純集計  ｡ 結
果分析 際   ､   ％以上 ＜当    ＞ 回答    項目   ％未満    区別  ｡ 自由記載内容 ､  法 用  分析  ｡
懇談会 内容 ､ ( )教育目標 達成状況 関  意見､




懇談会 参加者  ､ 質問紙調査 同様 内容 加            録音 承諾    説明 ､ 同意書         承諾   ｡
Ⅲ. 結 果 . 質問紙 回収率
質問紙    部回収    (回収率   ％)｡ 卒業生   回収   部 (回収率   ％)､ 在校生    部 (回収率   ％)     ｡ . 対象 背景
卒業生 内訳 ､ 就業者  名､ 未就業者 名､   他 名    ｡ 就業者 職種 ､ 看護師  名､ 保健師 名､ 理
学療法士  名､ 作業療法士  名    ｡ 在校生 内訳 ､ 年生  名 (看護学科  名､ 理学療法学科  名､ 作業療法
学科  名)､  年生  名 (看護学科  名､ 理学療法学科  名､
作業療法学科 名)     ｡ . 分 析 結 果
本報告  ､ 質問紙調査 結果 中心 記述 ､ 懇談会 概略 示      ｡ ) 質問紙調査 結果 (表 )
( )        総括評価
全対象者   名中  ％以上 ＜当    ＞ 答  項
目 ､ ｢生命 人権 尊重  態度｣ (   ％)､ ｢人々 全
人的 理解  態度｣ (   ％)､ ｢人々     応  
専門的能力｣ (   ％)    項目    ｡
＜当    ＞   ％未満      ､ ｢創造的態度 育成｣ (   ％)､ ｢多様 文化 価値観 認  柔軟 
態度｣ (   ％)､ ｢国際社会 中 発展的 物事 追求  態度｣ (   ％)   項目    ｡
( )        編成・内容 関  評価  ％以上 ＜当    ＞ 答  項目 ､ ｢専門 (看
護・理学療法・作業療法)  対  理解 深  学習内容
正岡経子､ 大日向輝美､ 松山清治､ 小塚直樹､ 仙石泰仁､ 藤井博匡､ 佐藤利夫
―   ―



























        含 履修指導・履修相談 適切     (   )   (   )       分授業 適切     (   )   (   )   日    設定 適切     (   )   (   )       内容 適切     (   )   (   )       内容 実際 授業 連動    (   )   (   )  複数教員 担当科目 教員間 連携    (   )   (   )  科目間 連携    (   )   (   )  一般教育科目  学科合同 行  適切     (   )   (   )  講義､ 演習 成績､ 評価 適切     (   )   (   )   臨地・臨床実習 成績､ 評価 適切     (   )   (   )   定期試験 時期 適切     (   )   (   )
  項目    ｡ ) 自由記載内容 分析結果 (表 )
在校生  名､ 卒業生  名 計  名 記述     (記載
率   ％)｡ 分析 結果､                    抽出   ｡① 専門科目 内容・方法 改善症例検討 技術演習  実践的 授業内容 求  内容 多   ｡ 専門職            形成 促 正岡経子､ 大日向輝美､ 松山清治､ 小塚直樹､ 仙石泰仁､ 藤井博匡､ 佐藤利夫
―   ―






入職  社会人    責任､ 人 生命 預  重         押          中､ 少   現場            実践的 学習    良    (卒業生  )｡              何 教      長期実習 行 不安    (在校生  )｡ 治療手技 授業 少  ､ 実習 苦労   (在校生  )｡ 実習 直接結   内容 
授業 増     (卒業生  )｡
授業方法 工夫・改善 実習  自信 持     ､         行 回数 行 方 工夫       (在校生  )｡ 受動的 授業 多 ､ 配布   資料 読 合      講義    意味 
感         ､ 早 段階  調       ､ 症例検討 行 方 力    感   (在校生  )｡
専門性 高  授業 充実 臨床推論能力 養           用意      良    (卒業生  )｡ 低学年時   総論 概論 講義     ､    歴史 理論 変遷   内容 乏  ､ 現在 
自分   求       時代 流           各論       ､ 学習  意義    専門性 見失   (在校生  )｡
他職種理解     授業 充実 他職種理解             少    良  (在校生  )｡     複数 学科   大学                       視点 何 見    仕事       知 機会     無 ｡ 大学       互  仕事 理解 連携 大切  体
感    (在校生  )｡
解剖・生理 授業内容 充実 解剖､ 生理､ 運動学   前期､ 後期 通  学習      (卒業生  )｡ 看護学科 解
剖 見   ！              (卒業生  )｡





専門科目 早期開講    早  ( 年前期) 専門教科      (在校生  )｡  年生 専門科目 時間 少  ｡入学後   専門科目     受     想像      ､ 一般教養            低下   (卒業生  )｡  年次  専門科目 増     (在校生  )｡
開講順次 改善  年 評価実習後､ 授業内容 実際 治療計画  立       ､ 前期 比 一気 難易度 高      困惑  ｡ 前期 授業内容  関連性 無 ､ 治療方法・介入方法    学    (在校生  )｡ 評価学           基本的 検査  年前期 行    (卒業生  )｡ 年次 過密 改善  年前期 成人､ 老年､ 小児､ 母性 領域 同時        進     記録             ､     考     難   (在校生  )｡  ､  年生 専門科目        密集    大変 (在校生  )｡  年後期 大変 科目 集         ､  年後期  年前期 振      (在校生  )｡
専門科目 学習進度 改善 全体的 専門科目 入   遅    (在校生  )｡ 卒論       遅  (卒業生  )｡
実習時期・
方法 改善 実習科目 集中的開講 解消 実習  年後期       (在校生  )｡ 臨床実習    ､  週間 実習期間 治療  行   ､ 時間的 厳  身体的､ 精神的 辛   ｡  回 総合臨床実習  年生 一気 行       (在校生  )｡実習科目 開講時期 検討  年､  年 早    臨地実習   機会    良  (在校生  )｡ 地域実習 時期 就職時期  前 設定     保健師 進 人   少 増   思  (在校生  )｡ 精神実習  年次    他 実習                学  生    思 (卒業生  )｡ 実習Ⅰ､ Ⅱ  順序 逆 方 取 組     (在校生  )｡
実習内容   実習期間 検討 精神実習  週間   急性期実習  週間       (在校生  )｡ 臨床実習  週× 回   ､  週× 回 (     週× 回)      回     取 組      方          (在校生  )｡




一般教育科目   方 授業方法 改善 一般科目    ､ 興味 持  科目 不足     (在校生  )｡ 一般教育 履修   人 多 ､ 授業 成立        残念   ｡ 設定数､ 履修   一般科目数 増    良  思  (卒業生  )｡ 一般教育科目  年制大学         ｢学士｣        必要   承知    ､ 単位数 必要最低限     ､   分 専門科目 充実       有益 (卒業生  )｡  年次 一般科目   後    必要 思       多     年間     (在校生  )｡ 一般教養       内容 ､ 教科     昔     同 内容 行         ､ 現代 合       思        (卒業生  )｡
外国語科目 再検討 一般教養 外国語 多    (在校生  )｡ 第 外国語         語 設定  理由       (卒業生  )｡
外国語科目 授業方法 工夫     語    語 教員 日本語    話     ､ 全 理解   講義 受  意味 疑問 感   (在校生  )｡ 第 外国語 半期         身       
(卒業生  )｡
統計数学・情報科学 開講時期・






③ 実習時期・方法 改善  年次､  年次集中   過負担 就職活動・卒業論文作成・国家試験 配慮  開講時期 検討 望 記述    ｡④ 一般教育科目 内容・方法 改善一般教育科目 専門職養成    位置  ､ 外国語科目 (    語    語)  設定理由 疑問 呈  記述    ｡
卒業生及 在校生   平成  年度改訂      評価 関  調査報告
―   ―
過重 課題              過重 課題量 提出時期 重複 実習 専門科目 課題量 多    (在校生  )｡ 課題 量     増     ､  年生    毎日課題提出    考         ｡ 眠   課題      人     ､ 課題 減   ､  年､  年 回  欲   (在校生  )｡ 課題 集中    時期   ､ 課題      必死       ､    力 注    出来  残念 (在校生  )｡




科目連携･教員連携 不足 専門科目 行    ､  ,  年次    ､ 他科目       作業量 課題      ､ 他領域  何 学習        連携 不足     (在校生  )｡ 専門科目    ､ 疾患   治療法 学 際 ､ 同    内容 何回 学年 科目             ､ 教員  ○○学 習      言   内容 未学習            ､ 教員間 連携､       自体   把握                  
感  場面 多  (在校生  )｡
実習施設 教員間 連携不足 実習指導者    評定差 激  ､ 納得    部分    ｡ 学校側  評定 整合性                  (在校生  )｡       関  全般
的 要望      改善      記載     指定教科書 実際 使 教科書 違        ､ 正  内容 記載      (在校生  )｡      実際 内容 全然違  (卒業生  )｡保健師助産師課程 選択制導入  年次 地域実習 助産師     選択   ､ 興味   方 進         良  (在校生  )｡ 保健師 助産師 選択制         (在校生  )｡学習環境 改善   活動 基礎､ 臨床講座 分        講座間 院生  質問､ 物品 使用許可           (在校生  )｡    教室 一般教養 教    環境 悪  (在校生  )｡定期試験時期 変更  年後期     実習後     大変｡     先 行    実習 方 ､    勉
強 得 知識 役立         (在校生  )｡    提出後              提出           押  終              ､ 添削      (在校生  )｡      提出後         必要  思  (卒業生  )｡
授業中 私語  対応 私語 多 ､ 授業 集中出来        ｡ 講師    厳    良 ｡ 途中 授業 抜  人    (特      ) (卒業生  )｡
現行       有意義
性
合同科目 学科  有意義性 保健医療総論 ､  学科合同 医療    追求   貴重 学習 出来 ｡ 他 専門科目 何度 教   ｢協働｣  学  授業 ､ 札幌医科大学     授業  思    (在校生  )｡ 学部 他学科          医療 実現    上    強     ｡
他学科合同授業 続  欲   (卒業生  )｡  学科  保健医療総論 就職 ､       仕事内容 理解   上手 連携         役 立     (卒業生  )｡ 保健
医療総論  他学科合同科目 有意義     (在校生  )｡
対象理解 深     学科 年時 臨床実習 ､ 障害者・児理解 深       ､ 非常 有意義 実習   ｡   ､    ､ 福祉分野  関連 強  思   ､   点  参考     (在校生  )｡
自己表現力 獲得 看護学科 専門科目  ､         何度 授業 体験 ､ 自分 意見 述  力 
話 力      思  (在校生  )｡





業後 実感 札医  勉強､ 授業     働    患者   第一 看護 考  姿勢 自己学習   力 身     気     (卒業生  )｡ 他大学､ 専門学校 人       ､ 地域連携   方 地域 見方 力          ｡         他 人 発言 疑問     ､ 発言   ､ 時 戦 姿勢 持   ､ 学生時代         学生
同士 意見   ､ 考     時間 十分 持    今 自分 力       感   (卒業生  )｡
余裕           仕方     年前期 授業      濃     ､ 課題 重   大変   ｡  年後期         各科目 異       組       時間 合            集    大変   ｡   少 分散      楽     思    ､ 時間 関係        組 方 考         気    (卒業生  )｡ 各学年 授業体系 関    年生以上 詰 込      思    ､         思    (在校生  )｡
他校 比較 充実         学習環境 進学  学校 教育体制             ､ 卒業      医大  学習環境   見           ､ 教員  距離 近 指導 細      恵   学習環境    (卒業生  )｡ 卒業 他校 授業    聞 ､ 札医大        充実     感   (卒業生  )｡  他 札医大 学  良    今    良  (在校生  )｡ 札医          幸  (在校生  )｡




















正岡経子､ 大日向輝美､ 松山清治､ 小塚直樹､ 仙石泰仁､ 藤井博匡､ 佐藤利夫
―   ―
表        評価懇談会 得   意見    
項 目 主   意 見






























専門科目 開講 学習意欲 高  年次    開講  欲  ｡    ､ 専門科目  年後期     開講  欲  ｡    ､  年前期 授業 詰   年前期 授業 殆 入       ､ 学習量            ｡ 年次 長期実習 ､ 卒論 大学院受験､ 就職試験 時期 重  負担 大    実習時期 検討  欲  ｡
各学年 学習















野 関  到達度 低  感           ｡      教育目標  ｢社会理解 深  学習内容 充実｣  ｢視野 広    役立 学習内容 充実｣  低 評価
結果       関連     考  ｡ 本学 建学 












保健医療総論自体 開講 意味        ｡ 年次 保健医療総論 ､   ･   意見 述    内容   ｡    考       内容     ､ 勉強     ｡ 年次 保健医療総論 自分 看護 視点 明確   勉強    ｡ 年次 保健医療総論 ､ 実習直前 時期   ､ 効果的   疑問   ｡
       運用 関  意見 教員・科目間 連携
教員  習        ｢習      ｣  言    ､ 内容 重複       連携 十分    ｡


































動機付 ､ 態度､ 関心 ､       評価 影響 与  要素        )､ 学生 専門職 目指 上 一般








特 ､ 臨地 (床) 実習 対  評価 高 ､ 学生 現場  学習 意味 見         示唆   ｡ 一方､
講義・演習・実習 一貫性 対  肯定的評価   ％未満   ､ 実習 満足度 比  低 結果    ｡ 自由記










Ⅴ.        
保健医療学部 教育目標 達成状況  教育効果 検証  目的 学生 対象 質問紙調査 懇談会 行  結果､




文 献 )                                                                                     (近藤潤子, 小山真理子訳：看護教育        作成過程. 第 版, 東京, 医学書院,             ) ) 小澤道子, 助川尚子, 菊田文夫他：卒業時 学生         評価. 聖路加看護大学紀要               ) 坂井   , 定方美恵子, 柳原清子他：看護学専攻卒
業生       評価 関  調査報告. 新潟大学
医学部保健学科紀要 ( )：             ) 黒田裕子, 濱田悦子, 池川清子他：日本赤十字看護大
学    第 次      評価 関  調査報告.
日本赤十字看護大学紀要  ：           ) 日沼千尋, 田中美恵子, 諏訪茂樹他：本学部       評価－   教育目標 到達度 関  第 回生 
自己評価 中心   －. 東京女子医科大学看護学部
紀要 ：     ,      ) 菱沼典子, 及川郁子, 長江弘子他：    年度      
年度      総括評価－    科目評価    －. 聖路加看護大学紀要  ：           ) 奥田美惠, 関谷由香里, 矢野朱他：第 期卒業生   教員   愛媛県立医療技術大学      評価.
愛媛県立医療技術大学紀要 ( )：           ) 田島桂子：看護学教育評価 基礎 実際 第 版, 東
京, 医学書院,              
正岡経子､ 大日向輝美､ 松山清治､ 小塚直樹､ 仙石泰仁､ 藤井博匡､ 佐藤利夫
―   ―
